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(57)【要約】
【課題】鉛直方向に延びる分流器ケース内に円周方向に
沿って配置される複数の分流路が形成された冷媒分流器
において、少ない部品点数で複数の分流路を形成できる
構造にして、生産性を向上させる。
【解決手段】冷媒分流器（７０）は、鉛直方向に延びる
分流器ケース（７１）内に、円周方向に沿って配置され
る複数の分流路（７４Ａ～７４Ｌ）と、複数の分流路（
７４Ａ～７４Ｌ）に冷媒を導く分流空間（７５）と、複
数の分流路（７４Ａ～７４Ｌ）によって分流空間（７５
）と連通しており鉛直方向に沿って配置される複数の排
出空間（７６Ａ～７６Ｌ）と、が形成されている。分流
器ケース（７１）内には、鉛直方向に延びる棒状の棒部
材（７４）が配置されており、複数の分流路（７４Ａ～
７４Ｌ）が、棒部材（７４）の長手方向に延びており棒
部材（７４）に一体成形された複数の孔によって構成さ
れている。
【選択図】図１１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　流入する冷媒を分流して下流側に流出させる冷媒分流器であって、
　鉛直方向に延びる分流器ケース（７１）内には、円周方向に沿って配置される複数の分
流路（７４Ａ～７４Ｌ）と、前記複数の分流路に前記冷媒を導く分流空間（７５）と、前
記複数の分流路によって前記分流空間と連通しており鉛直方向に沿って配置される複数の
排出空間（７６Ａ～７６Ｌ）と、が形成されており、
　前記分流器ケース内には、鉛直方向に延びる棒状の棒部材（７４）が配置されており、
　前記複数の分流路は、前記棒部材の長手方向に延びており前記棒部材に一体成形された
複数の孔によって構成されている、
冷媒分流器（７０）。
【請求項２】
　前記棒部材（７４）の側面には、複数の棒側面孔（７４ａ）が形成されており、前記複
数の棒側面孔によって前記複数の排出空間（７６Ａ～７６Ｌ）と前記複数の分流路（７４
Ａ～７４Ｌ）とが連通している、
請求項１に記載の冷媒分流器（７０）。
【請求項３】
　前記複数の棒側面孔（７４ａ）は、前記棒部材（７４）の長手方向に沿って螺旋状に配
置されている、
請求項２に記載の冷媒分流器（７０）。
【請求項４】
　前記分流器ケース（７１）には、前記棒部材（７４）が貫通する棒貫通孔（７７ｂ）が
形成された複数の棒貫通バッフル（７７）が、前記分流器ケースの側面から差し込まれて
おり、前記複数の棒貫通バッフルによって前記複数の排出空間（７６Ａ～７６Ｌ）が形成
されている、
請求項１～３のいずれか１項に記載の冷媒分流器（７０）。
【請求項５】
　前記複数の分流路（７４Ａ～７４Ｌ）と前記複数の排出空間（７６Ａ～７６Ｌ）とは、
互いに１対１で対応している、
請求項１～４のいずれか１項に記載の冷媒分流器（７０）。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、冷媒分流器、特に、鉛直方向に延びる分流器ケース内に円周方向に沿って配
置される複数の分流路が形成された冷媒分流器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来より、特許文献１（特開平４－３１６７８５号公報）に示すように、鉛直方向に延
びる外管（分流器ケース）内に円周方向に沿って配置される複数の分配通路（分流路）が
形成された分配器（冷媒分流器）がある。この冷媒分流器では、複数の分流路が、分流器
ケース内に配置された内管内を仕切り体で仕切ることによって形成されている。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　上記従来の冷媒分流器では、複数の分流路が仕切り体で仕切ることによって形成された
構造を採用しているため、部品点数が多くなり、生産性を向上させることが難しくなって
いる。
【０００４】
　本発明の解題は、鉛直方向に延びる分流器ケース内に円周方向に沿って配置される複数
の分流路が形成された冷媒分流器において、少ない部品点数で複数の分流路を形成できる
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構造にして、生産性を向上させることにある。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　第１の観点にかかる冷媒分流器は、流入する冷媒を分流して下流側に流出させる冷媒分
流器であって、鉛直方向に延びる分流器ケース内に、円周方向に沿って配置される複数の
分流路と、複数の分流路に冷媒を導く分流空間と、複数の分流路によって分流空間と連通
しており鉛直方向に沿って配置される複数の排出空間と、が形成されている。そして、分
流器ケース内には、鉛直方向に延びる棒状の棒部材が配置されており、複数の分流路が、
棒部材の長手方向に延びており棒部材に一体成形された複数の孔によって構成されている
。
【０００６】
　ここでは、複数の分流路が一体成形された棒部材を分流器ケース内に配置することによ
って、少ない部品点数で複数の分流路を形成できる構造を得ることができ、これにより、
冷媒分流器の生産性を向上させることができる。
【０００７】
　第２の観点にかかる冷媒分流器は、第１の観点にかかる冷媒分流器において、棒部材の
側面に、複数の棒側面孔が形成されており、複数の棒側面孔によって複数の排出空間と複
数の分流路とが連通している。
【０００８】
　第３の観点にかかる冷媒分流器は、第２の観点にかかる冷媒分流器において、複数の棒
側面孔が、棒部材の長手方向に沿って螺旋状に配置されている。
【０００９】
　第４の観点にかかる冷媒分流器は、第１～第３の観点のいずれかにかかる冷媒分流器に
おいて、分流器ケースに、棒部材が貫通する棒貫通孔が形成された複数の棒貫通バッフル
が、分流器ケースの側面から差し込まれており、複数の棒貫通バッフルによって複数の排
出空間が形成されている。
【００１０】
　第５の観点にかかる冷媒分流器は、第１～第４の観点のいずれかにかかる冷媒分流器に
おいて、複数の分流路と複数の排出空間とが、互いに１対１で対応している。
【発明の効果】
【００１１】
　以上の説明に述べたように、本発明によれば、以下の効果が得られる。
【００１２】
　第１～第５の観点にかかる冷媒分流器では、少ない部品点数で複数の分流路を形成でき
る構造を得ることができ、これにより、冷媒分流器の生産性を向上させることができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の一実施形態にかかる冷媒分流器を採用した室外熱交換器を有する空気調
和装置の概略構成図である。
【図２】室外ユニットの外観を示す斜視図である。
【図３】室外ユニットの天板を取り外した状態を示す平面図である。
【図４】室外熱交換器の概略斜視図である。
【図５】図４の熱交換部の部分拡大図である。
【図６】伝熱フィンとして波形フィンを採用した場合の図５に対応する図である。
【図７】室外熱交換器の概略構成図である。
【図８】図４の出入口ヘッダ及び冷媒分流器の拡大図である。
【図９】図７の出入口ヘッダ及び冷媒分流器の拡大断面図である。
【図１０】図９の出入口ヘッダ及び冷媒分流器の下部の拡大断面図である。
【図１１】棒部材の斜視図である。
【図１２】棒部材の平面図である。
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【図１３】冷媒分流器の分解図である。
【図１４】棒貫通バッフルを分流器ケースに差し込む様子を示す斜視図である。
【図１５】ノズル部材及び上下端側分流バッフルを分流器ケースに差し込む様子を示す斜
視図である。
【図１６】ノズル部材を分流器ケースに差し込む様子を示す断面図である。
【図１７】ノズル部材を分流器ケースに嵌合させる様子を示す断面図である。
【図１８】ノズル部材を分流器ケースに嵌合させた後の隙間を棒貫通バッフルで埋める様
子を示す断面図である。
【図１９】変形例にかかる冷媒分流器を示す図であって、図１１に対応する図である。
【図２０】変形例にかかる冷媒分流器を示す図であって、図１１に対応する図である。
【図２１】変形例にかかる冷媒分流器を示す図であって、図１２に対応する図である。
【図２２】変形例にかかる冷媒分流器を示す図であって、図１２に対応する図である。
【図２３】変形例にかかる冷媒分流器を示す図であって、図１２に対応する図である。
【図２４】変形例にかかる冷媒分流器を示す図であって、図１２に対応する図である。
【図２５】変形例にかかる冷媒分流器を示す図であって、図１２に対応する図である。
【図２６】変形例にかかる冷媒分流器を示す図であって、伝熱管を排出空間に直接連通さ
せた構造を示す図である。
【図２７】変形例にかかる冷媒分流器を示す図であって、図９に対応する図である。
【図２８】変形例にかかる室外熱交換器を有する室外ユニットの天板を取り外した状態を
示す平面図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
　以下、本発明にかかる冷媒分流器の実施形態及びその変形例について、図面に基づいて
説明する。尚、本発明にかかる冷媒分流器の具体的な構成は、下記の実施形態及びその変
形例に限られるものではなく、発明の要旨を逸脱しない範囲で変更可能である。
【００１５】
　（１）空気調和装置の基本構成
　図１は、本発明の一実施形態にかかる冷媒分流器７０を採用した室外熱交換器２３を有
する空気調和装置１の概略構成図である。
【００１６】
　空気調和装置１は、蒸気圧縮式の冷凍サイクルを行うことによって、建物等の室内の冷
房及び暖房を行うことが可能な装置である。空気調和装置１は、主として、室外ユニット
２と、室内ユニット４とが接続されることによって構成されている。ここで、室外ユニッ
ト２と室内ユニット４とは、液冷媒連絡管５及びガス冷媒連絡管６を介して接続されてい
る。すなわち、空気調和装置１の蒸気圧縮式の冷媒回路１０は、室外ユニット２と、室内
ユニット４とが冷媒連絡管５、６を介して接続されることによって構成されている。
【００１７】
　＜室内ユニット＞
　室内ユニット４は、室内に設置されており、冷媒回路１０の一部を構成している。室内
ユニット４は、主として、室内熱交換器４１を有している。
【００１８】
　室内熱交換器４１は、冷房運転時には冷媒の蒸発器として機能して室内空気を冷却し、
暖房運転時には冷媒の放熱器として機能して室内空気を加熱する熱交換器である。室内熱
交換器４１の液側は液冷媒連絡管５に接続されており、室内熱交換器４１のガス側はガス
冷媒連絡管６に接続されている。
【００１９】
　室内ユニット４は、室内ユニット４内に室内空気を吸入して、室内熱交換器４１におい
て冷媒と熱交換させた後に、供給空気として室内に供給するための室内ファン４２を有し
ている。すなわち、室内ユニット４は、室内熱交換器４１を流れる冷媒の加熱源又は冷却
源としての室内空気を室内熱交換器４１に供給するファンとして、室内ファン４２を有し
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ている。ここでは、室内ファン４２として、室内ファン用モータ４２ａによって駆動され
る遠心ファンや多翼ファン等が使用されている。
【００２０】
　＜室外ユニット＞
　室外ユニット２は、室外に設置されており、冷媒回路１０の一部を構成している。室外
ユニット２は、主として、圧縮機２１と、四路切換弁２２と、室外熱交換器２３と、膨張
弁２４と、液側閉鎖弁２５と、ガス側閉鎖弁２６とを有している。
【００２１】
　圧縮機２１は、冷凍サイクルの低圧の冷媒を高圧になるまで圧縮する機器である。圧縮
機２１は、ロータリ式やスクロール式等の容積式の圧縮要素（図示せず）を圧縮機用モー
タ２１ａによって回転駆動する密閉式構造となっている。圧縮機２１は、吸入側に吸入管
３１が接続されており、吐出側に吐出管３２が接続されている。吸入管３１は、圧縮機２
１の吸入側と四路切換弁２２とを接続する冷媒管である。吐出管３２は、圧縮機２１の吐
出側と四路切換弁２２とを接続する冷媒管である。
【００２２】
　四路切換弁２２は、冷媒回路１０における冷媒の流れの方向を切り換えるための切換弁
である。四路切換弁２２は、冷房運転時には、室外熱交換器２３を圧縮機２１において圧
縮された冷媒の放熱器として機能させ、かつ、室内熱交換器４１を室外熱交換器２３にお
いて放熱した冷媒の蒸発器として機能させる冷房サイクル状態への切り換えを行う。すな
わち、四路切換弁２２は、冷房運転時には、圧縮機２１の吐出側（ここでは、吐出管３２
）と室外熱交換器２３のガス側（ここでは、第１ガス冷媒管３３）とが接続される（図１
の四路切換弁２２の実線を参照）。しかも、圧縮機２１の吸入側（ここでは、吸入管３１
）とガス冷媒連絡管６側（ここでは、第２ガス冷媒管３４）とが接続される（図１の四路
切換弁２２の実線を参照）。また、四路切換弁２２は、暖房運転時には、室外熱交換器２
３を室内熱交換器４１において放熱した冷媒の蒸発器として機能させ、かつ、室内熱交換
器４１を圧縮機２１において圧縮された冷媒の放熱器として機能させる暖房サイクル状態
への切り換えを行う。すなわち、四路切換弁２２は、暖房運転時には、圧縮機２１の吐出
側（ここでは、吐出管３２）とガス冷媒連絡管６側（ここでは、第２ガス冷媒管３４）と
が接続される（図１の四路切換弁２２の破線を参照）。しかも、圧縮機２１の吸入側（こ
こでは、吸入管３１）と室外熱交換器２３のガス側（ここでは、第１ガス冷媒管３３）と
が接続される（図１の四路切換弁２２の破線を参照）。ここで、第１ガス冷媒管３３は、
四路切換弁２２と室外熱交換器２３のガス側とを接続する冷媒管である。第２ガス冷媒管
３４は、四路切換弁２２とガス側閉鎖弁２６とを接続する冷媒管である。
【００２３】
　室外熱交換器２３は、冷房運転時には室外空気を冷却源とする冷媒の放熱器（冷媒放熱
器）として機能し、暖房運転時には室外空気を加熱源とする冷媒の蒸発器（冷媒蒸発器）
として機能する熱交換器である。室外熱交換器２３は、液側が液冷媒管３５に接続されて
おり、ガス側が第１ガス冷媒管３３に接続されている。液冷媒管３５は、室外熱交換器２
３の液側と液冷媒連絡管５側とを接続する冷媒管である。
【００２４】
　膨張弁２４は、冷房運転時には、室外熱交換器２３において放熱した冷凍サイクルの高
圧の冷媒を冷凍サイクルの低圧まで減圧する弁である。また、膨張弁２４は、暖房運転時
には、室内熱交換器４１において放熱した冷凍サイクルの高圧の冷媒を冷凍サイクルの低
圧まで減圧する弁である。膨張弁２４は、液冷媒管３５の液側閉鎖弁２５寄りの部分に設
けられている。ここでは、膨張弁２４として、電動膨張弁が使用されている。
【００２５】
　液側閉鎖弁２５及びガス側閉鎖弁２６は、外部の機器・配管（具体的には、液冷媒連絡
管５及びガス冷媒連絡管６）との接続口に設けられた弁である。液側閉鎖弁２５は、液冷
媒管３５の端部に設けられている。ガス側閉鎖弁２６は、第２ガス冷媒管３４の端部に設
けられている。
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【００２６】
　室外ユニット２は、室外ユニット２内に室外空気を吸入して、室外熱交換器２３におい
て冷媒と熱交換させた後に、外部に排出するための室外ファン３６を有している。すなわ
ち、室外ユニット２は、室外熱交換器２３を流れる冷媒の冷却源又は加熱源としての室外
空気を室外熱交換器２３に供給するファンとして、室外ファン３６を有している。ここで
は、室外ファン３６として、室外ファン用モータ３６ａによって駆動されるプロペラファ
ン等が使用されている。
【００２７】
　＜冷媒連絡管＞
　冷媒連絡管５、６は、空気調和装置１を建物等の設置場所に設置する際に、現地にて施
工される冷媒管であり、設置場所や室外ユニット２と室内ユニット４との組み合わせ等の
設置条件に応じて種々の長さや管径を有するものが使用される。
【００２８】
　（２）空気調和装置の基本動作
　次に、図１を用いて、空気調和装置１の基本動作について説明する。空気調和装置１は
、基本動作として、冷房運転及び暖房運転を行うことが可能である。
【００２９】
　＜冷房運転＞
　冷房運転時には、四路切換弁２２が冷房サイクル状態（図１の実線で示される状態）に
切り換えられる。
【００３０】
　冷媒回路１０において、冷凍サイクルの低圧のガス冷媒は、圧縮機２１に吸入され、冷
凍サイクルの高圧になるまで圧縮された後に吐出される。
【００３１】
　圧縮機２１から吐出された高圧のガス冷媒は、四路切換弁２２を通じて、室外熱交換器
２３に送られる。
【００３２】
　室外熱交換器２３に送られた高圧のガス冷媒は、冷媒放熱器として機能する室外熱交換
器２３において、室外ファン３６によって冷却源として供給される室外空気と熱交換を行
って放熱して、高圧の液冷媒になる。
【００３３】
　室外熱交換器２３において放熱した高圧の液冷媒は、膨張弁２４に送られる。
【００３４】
　膨張弁２４に送られた高圧の液冷媒は、膨張弁２４によって冷凍サイクルの低圧まで減
圧されて、低圧の気液二相状態の冷媒になる。膨張弁２４で減圧された低圧の気液二相状
態の冷媒は、液側閉鎖弁２５及び液冷媒連絡管５を通じて、室内熱交換器４１に送られる
。
【００３５】
　室内熱交換器４１に送られた低圧の気液二相状態の冷媒は、室内熱交換器４１において
、室内ファン４２によって加熱源として供給される室内空気と熱交換を行って蒸発する。
これにより、室内空気は冷却され、その後に、室内に供給されることで室内の冷房が行わ
れる。
【００３６】
　室内熱交換器４１において蒸発した低圧のガス冷媒は、ガス冷媒連絡管６、ガス側閉鎖
弁２６及び四路切換弁２２を通じて、再び、圧縮機２１に吸入される。
【００３７】
　＜暖房運転＞
　暖房運転時には、四路切換弁２２が暖房サイクル状態（図１の破線で示される状態）に
切り換えられる。
【００３８】
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　冷媒回路１０において、冷凍サイクルの低圧のガス冷媒は、圧縮機２１に吸入され、冷
凍サイクルの高圧になるまで圧縮された後に吐出される。
【００３９】
　圧縮機２１から吐出された高圧のガス冷媒は、四路切換弁２２、ガス側閉鎖弁２６及び
ガス冷媒連絡管６を通じて、室内熱交換器４１に送られる。
【００４０】
　室内熱交換器４１に送られた高圧のガス冷媒は、室内熱交換器４１において、室内ファ
ン４２によって冷却源として供給される室内空気と熱交換を行って放熱して、高圧の液冷
媒になる。これにより、室内空気は加熱され、その後に、室内に供給されることで室内の
暖房が行われる。
【００４１】
　室内熱交換器４１で放熱した高圧の液冷媒は、液冷媒連絡管５及び液側閉鎖弁２５を通
じて、膨張弁２４に送られる。
【００４２】
　膨張弁２４に送られた高圧の液冷媒は、膨張弁２４によって冷凍サイクルの低圧まで減
圧されて、低圧の気液二相状態の冷媒になる。膨張弁２４で減圧された低圧の気液二相状
態の冷媒は、室外熱交換器２３に送られる。
【００４３】
　室外熱交換器２３に送られた低圧の気液二相状態の冷媒は、冷媒蒸発器として機能する
室外熱交換器２３において、室外ファン３６によって加熱源として供給される室外空気と
熱交換を行って蒸発して、低圧のガス冷媒になる。
【００４４】
　室外熱交換器２３で蒸発した低圧の冷媒は、四路切換弁２２を通じて、再び、圧縮機２
１に吸入される。
【００４５】
　（３）室外ユニットの基本構成
　次に、図１～図４を用いて、室外ユニット２の基本構成について説明する。ここで、図
２は、室外ユニット２の外観を示す斜視図である。図３は、室外ユニット２の天板５７を
取り外した状態を示す平面図である。図４は、室外熱交換器２３の概略斜視図である。尚
、以下の説明においては、「上」、「下」、「左」、「右」、「鉛直」や「前面」、「側
面」、「背面」、「天面」、「底面」等の文言は、特にことわりのない限り、ファン吹出
グリル５５ｂ側の面を前面とした場合における方向や面を意味する。
【００４６】
　室外ユニット２は、ユニットケーシング５１の内部が上下方向に延びる仕切板５８によ
って送風機室Ｓ１と機械室Ｓ２とに仕切られた構造（いわゆる、トランク型構造）を有す
るものである。室外ユニット２は、ユニットケーシング５１の背面及び側面の一部から室
外空気を内部へと吸い込んだ後に、ユニットケーシング５１の前面から空気を排出するよ
うに構成されている。室外ユニット２は、主として、ユニットケーシング５１と、圧縮機
２１、四路切換弁２２、室外熱交換器２３、膨張弁２４、閉鎖弁２５、２６及びこれらの
機器を接続する冷媒管３１～３５を含む冷媒回路１０を構成する機器・配管類と、室外フ
ァン３６及び室外ファン用モータ３６ａとを有している。尚、ここでは、送風機室Ｓ１が
ユニットケーシング５１の左側面寄りに形成され、機械室Ｓ２がユニットケーシング５１
の右側面寄りに形成された例を説明するが、左右が逆であってもよい。
【００４７】
　ユニットケーシング５１は、略直方体状に形成されており、主として、圧縮機２１、四
路切換弁２２、室外熱交換器２３、膨張弁２４、閉鎖弁２５、２６及びこれらの機器を接
続する冷媒管３１～３５を含む冷媒回路１０を構成する機器・配管類と、室外ファン３６
及び室外ファン用モータ３６ａとを収容している。ユニットケーシング５１は、冷媒回路
１０を構成する機器・配管類２１～２６、３１～３５や室外ファン３６等が載置される底
フレーム５２と、送風機室側側板５３と、機械室側側板５４と、送風機室側前板５５と、



(8) JP 2016-80258 A 2016.5.16

10

20

30

40

50

機械室側前板５６と、天板５７と、２つの据付脚５９とを有している。
【００４８】
　底フレーム５２は、ユニットケーシング５１の底面部分を構成する板状部材である。
【００４９】
　送風機室側側板５３は、ユニットケーシング５１の送風機室Ｓ１寄りの側面部分（ここ
では、左側面部分）を構成する板状部材である。送風機室側側板５３は、その下部が底フ
レーム５２に固定されている。送風機室側側板５３には、室外ファン３６によってユニッ
トケーシング５１の側面側からユニットケーシング５１内に室外空気を吸入するための側
面ファン吸入口５３ａが形成されている。
【００５０】
　機械室側側板５４は、ユニットケーシング５１の機械室Ｓ２寄りの側面部分（ここでは
、右側面部分）の一部と、ユニットケーシング５１の機械室Ｓ２寄りの背面部分とを構成
する板状部材である。機械室側側板５４は、その下部が底フレーム５２に固定されている
。送風機室側側板５３の背面側の端部と機械室側側板５４の送風機室Ｓ１側の端部との間
には、室外ファン３６によってユニットケーシング５１の背面側からユニットケーシング
５１内に室外空気を吸入するためのされる背面ファン吸入口５３ｂが形成されている。
【００５１】
　送風機室側前板５５は、ユニットケーシング５１の送風機室Ｓ１の前面部分を構成する
板状部材である。送風機室側前板５５は、その下部が底フレーム５２に固定され、その左
側面側の端部が送風機室側側板５３の前面側の端部に固定されている。送風機室側前板５
５には、室外ファン３６によってユニットケーシング５１内に吸入された室外空気を外部
に吹き出すためのファン吹出口５５ａが設けられている。送風機室側前板５５の前面側に
は、ファン吹出口５５ａを覆うファン吹出グリル５５ｂが設けられている。
【００５２】
　機械室側前板５６は、ユニットケーシング５１の機械室Ｓ２の前面部分の一部と、ユニ
ットケーシング５１の機械室Ｓ２の側面部分の一部とを構成する板状部材である。機械室
側前板５６は、その送風機室Ｓ１側の端部が送風機室側前板５５の機械室Ｓ２側の端部に
固定され、その背面側の端部が機械室側側板５４の前面側の端部に固定されている。
【００５３】
　天板５７は、ユニットケーシング５１の天面部分を構成する板状部材である。天板５７
は、送風機室側板５３や機械室側側板５４、送風機室側前板５５に固定されている。
【００５４】
　仕切板５８は、底フレーム５２上に配置される鉛直方向に延びる板状部材である。仕切
板５８は、ここでは、ユニットケーシング５１の内部を左右に分割することによって、左
側面寄りの送風機室Ｓ１と、右側面寄りの機械室Ｓ２とを形成している。仕切板５８は、
その下部が底フレーム５２に固定され、その前面側の端部が送風機室側前板５５に固定さ
れ、その背面側の端部が室外熱交換器２３の機械室Ｓ２寄りの側端部まで延びている。
【００５５】
　据付脚５９は、ユニットケーシング５１の前後方向に延びる板状部材である。据付脚５
９は、室外ユニット２の据付面に固定される部材である。ここでは、室外ユニット２は、
２つの据付脚５９を有しており、１つは、送風機室Ｓ１寄りに配置されており、もう１つ
は、機械室Ｓ２寄りに配置されている。
【００５６】
　室外ファン３６は、複数の翼を有するプロペラファンであり、送風機室Ｓ１内において
、室外熱交換器２３の前面側の位置に、ユニットケーシング５１の前面（ここでは、ファ
ン吹出口５５ａ）に対向するように配置されている。室外ファン用モータ３６ａは、送風
機室Ｓ１内において、室外ファン３６と室外熱交換器２３との前後方向間に配置されてい
る。室外ファン用モータ３６ａは、底フレーム５２上に載置されたモータ支持台３６ｂに
よって支持されている。そして、室外ファン３６は、室外ファン用モータ３６ａに軸支さ
れている。
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【００５７】
　室外熱交換器２３は、平面視略Ｌ字形状の熱交換器パネルであり、送風機室Ｓ１内にお
いて、ユニットケーシング５１の側面（ここでは、左側面）及び背面に対向するように底
フレーム５２上に載置されている。
【００５８】
　圧縮機２１は、ここでは、縦型円筒形状の密閉式圧縮機であり、機械室Ｓ２内において
、底フレーム５２上に載置されている。
【００５９】
　（４）室外熱交換器の基本構成
　次に、図１～図７を用いて、室外熱交換器２３の構成について説明する。ここで、図５
は、図４の熱交換部６０の部分拡大図である。図６は、伝熱フィン６４として波形フィン
を採用した場合の図５に対応する図である。図７は、室外熱交換器２３の概略構成図であ
る。尚、以下の説明においては、方向や面を表す文言は、特にことわりのない限り、室外
熱交換器２３が室外ユニット２に載置された状態を基準とした方向や面を意味する。
【００６０】
　室外熱交換器２３は、主として、室外空気と冷媒との熱交換を行う熱交換部６０と、熱
交換部６０の一端側に設けられた冷媒分流器７０及び出入口ヘッダ８０と、熱交換部６０
の他端側に設けられた中間ヘッダ９０とを有している。室外熱交換器２３は、冷媒分流器
７０、出入口ヘッダ８０、中間ヘッダ９０及び熱交換部６０のすべてが、アルミニウムま
たはアルミニウム合金で形成されたオールアルミ熱交換器であり、各部の接合は、炉中ロ
ウ付け等のロウ付けによって行われている。
【００６１】
　熱交換器６０は、室外熱交換器２３の上部を構成する複数（ここでは、１２個）のメイ
ン熱交換部６１Ａ～６１Ｌと、室外熱交換器２３の下部を構成する複数（ここでは、１２
個）のサブ熱交換部６２Ａ～６２Ｌとを有している。メイン熱交換部６１Ａ～６１Ｌにお
いては、最上段にメイン熱交換部６１Ａが配置されており、その下段側から鉛直方向下向
きに沿って順にメイン熱交換部６１Ｂ～６１Ｌが配置されている。サブ熱交換部６２Ａ～
６２Ｌにおいては、最下段にサブ熱交換部６２Ａが配置されており、その上段側から鉛直
方向上向きに沿って順にサブ熱交換部６２Ｂ～６２Ｌが配置されている。
【００６２】
　熱交換部６０は、扁平管からなる多数の伝熱管６３と、差込フィンからなる多数の伝熱
フィン６４とにより構成された差込フィン式の熱交換器である。伝熱管６３は、アルミニ
ウムまたはアルミニウム合金で形成されており、伝熱面となる鉛直方向を向く平面部６３
ａと、冷媒が流れる多数の小さな内部流路６３ｂを有する扁平多穴管である。多数の伝熱
管６３は、鉛直方向に沿って間隔をあけて複数段配置されており、両端が出入口ヘッダ８
０及び中間ヘッダ９０に接続されている。伝熱フィン６４は、アルミニウムまたはアルミ
ニウム合金で形成されており、出入口ヘッダ８０と中間ヘッダ９０との間に配置された多
数の伝熱管６３に差し込めるように、水平に細長く延びる多数の切り欠き６４ａが形成さ
れている。伝熱フィン６４の切り欠き６４ａの形状は、伝熱管６３の断面の外形にほぼ一
致している。多数の伝熱管６３は、上記のメイン熱交換部６１Ａ～６１Ｌ及びサブ熱交換
部６２Ａ～６２Ｌに区分されている。ここでは、多数の伝熱管６３は、室外熱交換器２３
の最上段から鉛直方向下向きに沿って、所定数（３～８本程度）の伝熱管６３毎にメイン
熱交換部６１Ａ～６１Ｌを構成する伝熱管群をなしている。また、室外熱交換器２３の最
下段から鉛直方向上向きに沿って、所定数（１～３本程度）の伝熱管６３毎にサブ熱交換
部６２Ａ～６２Ｌを構成する伝熱管群をなしている。
【００６３】
　尚、室外熱交換器２３は、上記のような伝熱フィン６４として差込フィン（図５参照）
を採用した差込フィン式の熱交換器に限定されるものではなく、伝熱フィン６４として多
数の波形フィン（図６参照）を採用した波形フィン式の熱交換器であってもよい。
【００６４】
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　（５）中間ヘッダの構成
　次に、図１～図７を用いて、中間ヘッダ９０の構成について説明する。尚、以下の説明
においては、方向や面を表す文言は、特にことわりのない限り、中間ヘッダ９０を含む室
外熱交換器２３が室外ユニット２に載置された状態を基準とした方向や面を意味する。
【００６５】
　中間ヘッダ９０は、上記のように、熱交換部６０の他端側に設けられており、伝熱管６
３の他端が接続されている。中間ヘッダ９０は、アルミニウムまたはアルミニウム合金で
形成された鉛直方向に延びる筒状の部材であり、主として、縦長中空の中間ヘッダケース
９１を有している。
【００６６】
　中間ヘッダケース９１は、その内部空間が、複数（ここでは、１１個）のメイン側中間
バッフル９２、複数（ここでは、１１個）のサブ側中間バッフル９３及び境界側中間バッ
フル９４によって、鉛直方向に沿って仕切られている。メイン側中間バッフル９２は、中
間ヘッダケース９１の上部の内部空間をメイン熱交換部６１Ａ～６１Ｋの他端に連通する
メイン側中間空間９５Ａ～９５Ｋに仕切るように、鉛直方向に沿って順に設けられている
。サブ側中間バッフル９３は、中間ヘッダケース９１の下部の内部空間をサブ熱交換部６
２Ａ～６２Ｋの他端に連通するサブ側中間空間９６Ａ～９６Ｋに仕切るように、鉛直方向
に沿って順に設けられている。境界側中間バッフル９４は、中間ヘッダケース９１の最下
段側のメイン側中間バッフル９２と最上段側のサブ側中間バッフル９３との鉛直方向間の
内部空間をメイン熱交換部６１Ｌの他端に連通するメイン側中間空間９５Ｌとサブ熱交換
部６２Ｌの他端に連通するサブ側中間空間９６Ｌに仕切るように設けられている。
【００６７】
　中間ヘッダケース９１には、複数（ここでは、１１本）の中間連絡管９７Ａ～９７Ｋが
接続されている。中間連絡管９７Ａ～９７Ｋは、メイン側中間空間９５Ａ～９５Ｋとサブ
側中間空間９６Ａ～９６Ｋとを連通する冷媒管である。これにより、メイン熱交換部６１
Ａ～６１Ｋとサブ熱交換部６２Ａ～６２Ｋとが中間ヘッダ９０及び中間連絡管９７Ａ～９
７Ｋを介して連通することになり、室外熱交換器２３の冷媒パス６５Ａ～６５Ｋが形成さ
れている。また、境界側中間バッフル９４には、メイン側中間空間９５Ｌとサブ側中間空
間９６Ｌとを連通させる中間バッフル連通孔９４ａが形成されている。これにより、メイ
ン熱交換部６１Ｌとサブ熱交換部６２Ｌとが中間ヘッダ９０及び中間バッフル連通孔９４
ａを介して連通することになり、室外熱交換器２３の冷媒パス６５Ｌが形成されている。
このように、室外熱交換器２３は、多パス（ここでは、１２パス）の冷媒パス６５Ａ～６
５Ｌに区分された構成を有している。
【００６８】
　尚、中間ヘッダ９０は、上記のような中間ヘッダケース９１の内部空間が中間バッフル
９２、９３によって鉛直方向に沿って仕切られただけの構成に限定されるものではなく、
中間ヘッダ９０内における冷媒の流れ状態を良好に維持するための工夫がなされた構成で
あってもよい。
【００６９】
　（６）出入口ヘッダ及び冷媒分流器の構成
　次に、図１～図１８を用いて、出入口ヘッダ８０及び冷媒分流器７０の構成について説
明する。ここで、図８は、図４の出入口ヘッダ８０及び冷媒分流器７０の拡大図である。
図９は、図７の出入口ヘッダ８０及び冷媒分流器７０の拡大断面図である。図１０は、図
９の出入口ヘッダ８０及び冷媒分流器７０の下部の拡大断面図である。図１１は、棒部材
７４の斜視図である。図１２は、棒部材７４の平面図である。図１３は、冷媒分流器７０
の分解図である。図１４は、棒貫通バッフル７７を分流器ケース７１に差し込む様子を示
す斜視図である。図１５は、ノズル部材７９及び上下端側分流バッフル７３を分流器ケー
ス７１に差し込む様子を示す斜視図である。図１６は、ノズル部材７９を分流器ケース７
１に差し込む様子を示す断面図である。図１７は、ノズル部材７９を分流器ケース７１に
嵌合させる様子を示す断面図である。図１８は、ノズル部材７９を分流器ケース７１に嵌
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合させた後の隙間を棒貫通バッフル７７で埋める様子を示す断面図である。尚、以下の説
明においては、方向や面を表す文言は、特にことわりのない限り、冷媒分流器７０及び出
入口ヘッダ８０を含む室外熱交換器２３が室外ユニット２に載置された状態を基準とした
方向や面を意味する。また、冷媒分流器７０、出入口ヘッダ８０及び中間ヘッダ９０を含
む室外熱交換器２３における冷媒の流れについては、特にことわりのない限り、室外熱交
換器２３が冷媒蒸発器として機能する場合を基準にした冷媒の流れを意味する。
【００７０】
　＜出入口ヘッダ＞
　出入口ヘッダ８０は、上記のように、熱交換部６０の一端側に設けられており、伝熱管
６３の一端が接続されている。出入口ヘッダ９０は、アルミニウムまたはアルミニウム合
金で形成された鉛直方向に延びる部材であり、主として、縦長中空の出入口ヘッダケース
８１を有している。出入口ヘッダケース８１は、主として、上端及び下端が開口した円筒
形状の出入口ヘッダ筒状体８２を有しており、２つの上下端側出入口バッフル８３によっ
て上端及び下端の開口が閉じられている。出入口ヘッダケース８１は、その内部空間が、
境界側出入口バッフル８４によって、上部の出入口空間８５と下部の供給空間８６Ａ～８
６Ｌとに鉛直方向に沿って仕切られている。出入口空間８５は、メイン熱交換部６１Ａ～
６１Ｌの一端に連通する空間であり、冷媒パス６５Ａ～６５Ｌを通過した冷媒を出口で合
流させる空間として機能している。このように、出入口空間８５を有する出入口ヘッダ８
０の上部が、冷媒パス６５Ａ～６５Ｌを通過した冷媒を出口で合流させる冷媒出口部とし
て機能している。出入口ヘッダ８０には、第１ガス冷媒管３３が接続されており、出入口
空間８５に連通している。供給空間８６Ａ～８６Ｌは、複数（ここでは、１１個）の供給
側出入口バッフル８７によって仕切られたサブ熱交換部６２Ａ～６２Ｌの一端に連通する
複数（ここでは、１２個）の空間であり、冷媒パス６５Ａ～６５Ｌに冷媒を流出させる空
間として機能している。尚、出入口ヘッダケース８１は、円筒形状に限定されず、例えば
、四角筒形状等の多角筒形状であってもよい。
【００７１】
　このように、複数の供給空間８６Ａ～８６Ｌを有する出入口ヘッダ８０の下部が、複数
の冷媒パス６５Ａ～６５Ｌに区分して冷媒を流出させる冷媒供給部８６として機能してい
る。
【００７２】
　＜冷媒分流器＞
　冷媒分流器７０は、上記のように、液冷媒管３５を通じて流入する冷媒を分流して下流
側（ここでは、複数の伝熱管６３）に流出させる冷媒通過部品であり、熱交換部６０の一
端側に設けられており、出入口ヘッダ８０の冷媒供給部８６を介して伝熱管６３の一端が
接続されている。冷媒分流器７０は、アルミニウムまたはアルミニウム合金で形成された
鉛直方向に延びる部材であり、主として、縦長中空の分流器ケース７１を有している。分
流器ケース７１は、主として、上端及び下端が開口した円筒形状の分流器ヘッダ筒状体７
２を有しており、２つの上下端側分流バッフル７３によって上端及び下端の開口が閉じら
れている。ここで、上下端側分流バッフル７３は、半円弧状の縁部７３ａが形成された円
形状の板部材であり、分流器ヘッダ筒状体７２の上端及び下端に形成された差込スリット
７２ａに分流器ケース７１の側面から差し込まれた状態で、ロウ付け接合されている。尚
、分流器ケース７１は、円筒形状に限定されず、例えば、四角筒形状等の多角筒形状であ
ってもよい。
【００７３】
　分流器ケース７１内には、円周方向に沿って配置される複数（ここでは、１２個）の分
流路７４Ａ～７４Ｌと、複数の分流路７４Ａ～７４Ｌに冷媒を導く分流空間７５と、複数
の分流路７４Ａ～７４Ｌによって分流空間７５と連通しており鉛直方向に沿って配置され
る複数（ここでは、１２個）の排出空間７６Ａ～７６Ｌとが形成されている。
【００７４】
　複数（ここでは、１２個）の分流路７４Ａ～７４Ｌは、分流器ケース７１内に配置され
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た棒部材７４によって形成されている。棒部材７４は、円周方向に沿って配置される複数
の分流路７４Ａ～７４Ｌが形成された鉛直方向に延びる棒状の部材である。棒部材７４は
、アルミニウムまたはアルミニウム合金の押出成形によって製造されており、複数の分流
路７４Ａ～７４Ｌは、棒部材７４の長手方向に延びており棒部材７４に一体成形された複
数（ここでは、１２個）の孔によって構成されている。棒部材７４の径方向の中央部分は
、複数の分流路７４Ａ～７４Ｌによって囲まれている。棒部材７４の長手方向の他端であ
る上端は、分流器ケース７１の上端に設けられた上下端側分流バッフル７３の下面に接し
ており、複数の分流路７４Ａ～７４Ｌの上端が閉じられている。但し、棒部材７４の上端
と上下端側分流バッフル７３の下面とは、必ずしも接していなくてもよく、微小な隙間程
度であれば許される。これに対して、棒部材７４の長手方向の一端である下端は、分流器
ケース７１の下部まで延びているが、分流器ケース７１の下端に設けられた上下端側分流
バッフル７３の上面までは達しておらず、複数の分流路７４Ａ～７４Ｌの下端は閉じられ
ていない。これにより、分流器ケース７１内には、分流空間７５を含む棒部材７４の下端
に対向する空間が形成されている。
【００７５】
　棒部材７４の外径は、分流器ケース７１の内径よりも小さく、棒部材７４の側面と分流
器ケース７１との径方向間に空間が形成されており、この空間が複数の排出空間７６Ａ～
７６Ｌを形成している。ここでは、分流器ケース７１に、棒部材７４が貫通する棒貫通孔
７７ｂが形成された複数（ここでは、１１個）の棒貫通バッフル７７が、分流器ケース７
１の側面から差し込まれており、複数の棒貫通バッフル７７によって複数の排出空間７６
Ａ～７６Ｌが形成されている。ここで、棒貫通バッフル７７は、半円弧状の縁部７７ａが
形成された円形状の板部材であり、分流器ヘッダ筒状体７２の側面に鉛直方向に沿って形
成された差込スリット７２ｂに分流器ケース７１の側面から差し込まれた状態で、ロウ付
け接合されている。これにより、棒部材７４は、棒貫通バッフル７７の棒貫通孔７７ｂを
鉛直方向に沿って複数貫通した状態で分流器ケース７１内に配置されている。このように
、分流器ケース７１は、棒部材７４の側面と分流器ケース７１との径方向間の空間が、複
数の棒貫通バッフル７７によって、鉛直方向に沿う複数の排出空間７６Ａ～７６Ｌに仕切
られている。
【００７６】
　棒部材７４の側面には、複数（ここでは、１２個）の棒側面孔７４ａが形成されており
、複数の棒側面孔７４ａによって複数の排出空間７６Ａ～７６Ｌと複数の分流路７４Ａ～
７４Ｌとが連通している。ここでは、複数の分流路７４Ａ～７４Ｌと複数の排出空間７６
Ａ～７６Ｌとが、互いに１対１で対応している。例えば、排出空間７６Ａに連通する棒側
面孔７４ａが分流路７４Ａだけに対応するように形成され、排出空間７６Ｂに連通する棒
側面孔７４ａが分流路７４Ｂだけに対応するように形成されるといったように、ある排出
空間に連通する分流路が他の排出空間には連通しないように棒側面孔７４ａが形成されて
いる。また、複数の棒側面孔７４ａは、棒部材７４の長手方向（ここでは、鉛直方向）に
沿って螺旋状に配置されている。
【００７７】
　分流器ケース７１には、棒部材７４の下端に対向する空間を、流入する冷媒を導入する
導入空間７８と複数の分流路７４Ａ～７４Ｌに冷媒を導く分流空間７５とに仕切るように
、ノズル孔７９ｂが形成されたノズル部材７９が設けられている。
【００７８】
　ノズル部材７９は、アルミニウムまたはアルミニウム合金で形成されており、半円弧状
の縁部７９ａが形成された円形状の板部材である。ノズル部材７９には、棒部材７４の長
手方向の一端（ここでは、下端）側の端面である棒部材側端面７９ｃにノズル孔７９ｂよ
りも大径の凹み部分であるノズル凹部７９ｄが形成されており、分流空間７５が、棒部材
７４の下端を棒部材側端面７９ｃに当接させることで棒部材７４の下端とノズル凹部７９
ｄとで囲まれる空間によって構成されている。ノズル凹部７９ｄは、棒部材７４の下端に
向かって段階的に径が大きくなるように形成されている。また、棒部材７４の下端には、
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複数の分流路７４Ａ～７４Ｌに囲まれるとともにノズル孔７９ｂに対向する被入口部７４
ｂが形成されており、被入口部７４ｂの面積が、ノズル孔７９ｂの開口面積よりも大きく
なっている。尚、導入空間７８は、ノズル部材７９の下側において、液冷媒管３５を通じ
て分流器ケース７１の下端側面から流入する冷媒を導入する空間となっている。
【００７９】
　冷媒が通過する孔であるノズル孔７９ｂが形成された板状の孔付き板部材としてのノズ
ル部材７９は、分流器ケース７１の側面から分流器ケース７１に差し込まれている。ここ
で、ノズル部材７９は、分流器ケース７１の側面に形成された差込スリット７２ｃを介し
て分流器ケース７１に差し込まれた状態で分流器ケース７１の縦方向（ここでは、下方向
）に移動させられることによって、分流器ケース７１に対して側方に移動不能な状態で分
流器ケース７１に嵌合されている。具体的には、ノズル部材７９の分流器ケース７１の縦
方向の面（ここでは、下面）に、分流器ケース７１の下方向に向かって突出する段差部７
９ｅが形成されている。そして、ノズル部材７９は、分流器ケース７１の下方向に移動さ
せられる際に段差部７９ｅの側面７９ｆが分流器ケース７１の内面に接触することによっ
て、分流器ケース７１に対して側方に移動不能な状態で分流器ケース７１に嵌合されてい
る。さらに、ノズル部材７９が分流器ケース７１の下方向に移動させられた後（すなわち
、ノズル部材７９を分流器ケース７１に嵌合させた後）には、差込スリット７２ｃに隙間
が形成されるが、ここでは、この隙間に棒貫通バッフル７７を差し込むようにしている。
すなわち、ここでは、棒貫通バッフル７７を、ノズル部材７９が分流器ケース７１の下方
向に移動させられた後に差込スリット７２ｃに形成される隙間を埋めるための隙間埋め部
材として機能させるようにしている。ノズル部材７９と棒貫通バッフル７７とは、ロウ付
けされている。これにより、この差込スリット７２ｃに差し込まれた棒貫通バッフル７７
は、棒部材７４の下端が棒貫通孔７７ｂを貫通した状態でノズル部材７９の棒部材側端面
７９ｃに重ねて配置されることになる。
【００８０】
　このように、冷媒分流器７０は、下端側面から流入する冷媒を導入する導入空間７８が
形成された冷媒導入部７０ａと、冷媒を分流する分流空間７５が形成された冷媒分流部７
０ｂと、を有する鉛直方向に延びる冷媒導入分流部として機能している。そして、冷媒導
入分流部としての冷媒分流器７０は、複数（ここでは、１２個）の連絡路８８Ａ～８８Ｌ
を形成する複数（ここでは、１２本）の連絡管８８を介して、冷媒供給部８６としての出
入口ヘッダ８０の下部に接続されている。すなわち、複数の連絡路８８Ａ～８８Ｌは、冷
媒分流部７０ｂを構成する複数の排出空間７６Ａ～７６Ｌから冷媒供給部８６の複数の供
給空間供給空間８６Ａ～８６Ｌに冷媒を導く部分になっている。こうして、冷媒供給部８
６としての出入口ヘッダ８０の下部、冷媒導入分流部としての冷媒分流器７０、及び、複
数の連絡路８８Ａ～８８Ｌを形成する複数の連絡管８８は、流入する冷媒を下流側の扁平
管からなる複数の伝熱管６３に流出させる冷媒分流供給部８９として機能しているのであ
る。
【００８１】
　そして、複数の供給空間８６Ａ～８６Ｌのうち最も下側に位置する供給空間８６Ａを最
下段供給空間とし、複数の連絡路８８Ａ～８８Ｌのうち最下段供給空間８６Ａに冷媒を導
く連絡路８８Ａを最下段連絡路とし、最下段供給空間８６Ａに連通する伝熱管６３のうち
最も下側に位置する伝熱管を第１扁平管としての第１伝熱管６３Ａ１とすると、第１伝熱
管６３Ａ１が導入空間７８の高さ範囲Ｈ１に含まれる高さ位置Ｈ２に配置され、かつ、最
下段連絡路８８Ａが導入空間７８よりも高い位置Ｈ３に配置されている。また、ここでは
、最下段供給空間８６Ａに連通する所定数（ここでは、２本）の伝熱管６３のうち最も上
側に位置する伝熱管を第２扁平管としての第２伝熱管６３Ａ２とすると、最下段連絡路８
８Ａが第２伝熱管６３Ａ２の高さ位置Ｈ４以上の高さ位置Ｈ３に配置されている。
【００８２】
　（７）冷媒分流器及び室外熱交換器の特徴
　本実施形態の冷媒分流器７０及び室外熱交換器２３には、以下のような特徴がある。
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【００８３】
　＜Ａ＞
　本実施形態の冷媒分流器７０では、上記のように、分流器ケース７１内に、鉛直方向に
延びる棒状の棒部材７４が配置されており、複数の分流路７４Ａ～７４Ｌが、棒部材７４
の長手方向に延びており棒部材７４に一体成形された複数の孔によって構成されている。
【００８４】
　このような棒部材７４を分流器ケース７１内に配置することによって、少ない部品点数
で複数の分流路７４Ａ～７４Ｌを形成できる構造を得ることができ、これにより、冷媒分
流器７０の生産性を向上させることができる。
【００８５】
　また、本実施形態の冷媒分流器７０では、上記のように、棒部材７４の側面に、複数の
棒側面孔７４ａが形成されており、複数の棒側面孔７４ａによって複数の排出空間７６Ａ
～７６Ｌと複数の分流路７４Ａ～７４Ｌとが連通している。
【００８６】
　また、本実施形態の冷媒分流器７０では、上記のように、複数の棒側面孔７４ａが、棒
部材７４の長手方向に沿って螺旋状に配置されている。
【００８７】
　また、本実施形態の冷媒分流器７０では、上記のように、分流器ケース７１に、棒部材
７４が貫通する棒貫通孔７７ｂが形成された複数の棒貫通バッフル７７が、分流器ケース
７１の側面から差し込まれており、複数の棒貫通バッフル７７によって複数の排出空間７
６Ａ～７６Ｌが形成されている。
【００８８】
　また、本実施形態の冷媒分流器７０では、上記のように、複数の分流路７４Ａ～７４Ｌ
と複数の排出空間７６Ａ～７６Ｌとが、互いに１対１で対応している。
【００８９】
　＜Ｂ＞
　本実施形態の冷媒分流器７０では、上記のように、分流器ケース７１に、棒部材７４の
長手方向の一端に対向する分流器ケース７１内の空間を、流入する冷媒を導入する導入空
間７８と複数の分流路７４Ａ～７４Ｌに冷媒を導く分流空間７５とに仕切るように、ノズ
ル孔７９ｂが形成されたノズル部材７９が設けられている。そして、ノズル部材７９には
、棒部材７４の長手方向の一端側の端面である棒部材側端面７９ｃにノズル孔７９ｂより
も大径の凹み部分であるノズル凹部７９ｄが形成されており、分流空間７５が、棒部材７
４の長手方向の一端を棒部材側端面７９ｃに当接させることで棒部材７４の長手方向の一
端とノズル凹部７９ｄとで囲まれる空間によって構成されている。
【００９０】
　ここでは、ディストリビュータとしてのノズル部材７９、導入空間７８及び分流空間７
５を分流器ケース７１内に形成し、しかも、分流空間７５を棒部材７４の長手方向の一端
をノズル部材７９に当接させた状態で形成することができる。これにより、ここでは、分
流器ケース７１とディストリビュータが別体で設けられる構成に比べて、鉛直方向のサイ
ズを小さくすることができ、コンパクト化を可能にできる。
【００９１】
　また、本実施形態の冷媒分流器７０では、上記のように、棒部材７４の長手方向の一端
に、複数の分流路７４Ａ～７４Ｌに囲まれるとともにノズル孔７９ｂに対向する被入口部
７４ｂが形成されており、被入口部７４ｂの面積が、ノズル孔７９ｂの開口面積よりも大
きい。
【００９２】
　ここでは、ノズル孔７９ｂを通じて導入空間７８から分流空間７５に導かれる冷媒を被
入口部７４ｂに衝突させる流れを得やすくして、冷媒の気液混合状態を均一に維持するこ
とができる。これにより、ここでは、分流空間７５から複数の分流路７４Ａ～７４Ｌに冷
媒を均等に導きやすくすることができる。
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【００９３】
　また、本実施形態の冷媒分流器７０では、上記のように、ノズル凹部７９ｄが、棒部材
７４の長手方向の一端に向かって段階的に径が大きくなるように形成されている。
【００９４】
　ここでは、ノズル凹部７９ｄの径をノズル孔７９ｂから急に大きくする場合に比べて、
ノズル孔７９ｂを通じて導入空間７８から分流空間７５に導かれる冷媒を被入口部７４ｂ
に衝突させる流れを得やすくして、冷媒の気液混合状態を均一に維持することができる。
これにより、ここでは、分流空間７５から複数の分流路７４Ａ～７４Ｌに冷媒を均等に導
きやすくすることができる。
【００９５】
　また、本実施形態の冷媒分流器７０では、上記のように、分流器ケース７１内に、鉛直
方向に沿って配置される複数の排出空間７６Ａ～７６Ｌが形成されている。そして、棒部
材７４には、棒部材７４の長手方向に延びており棒部材７４に形成された複数の孔によっ
て複数の分流路７４Ａ～７４Ｌが形成されている。棒部材７４の側面には、複数の棒側面
孔７４ａが形成されており、複数の棒側面孔７４ａによって複数の排出空間７６Ａ～７６
Ｌと複数の分流路７４Ａ～７４Ｌとが連通している。
【００９６】
　また、本実施形態の冷媒分流器７０では、上記のように、ノズル部材７９の棒部材側端
面７９ｃに、棒部材７４が貫通する棒貫通孔７７ｂが形成された棒貫通バッフル７７が重
ねて配置されている。
【００９７】
　ここでは、棒部材７４とノズル部材７９との側方への位置ずれを防止することができ、
これにより、分流空間７５から複数の分流路７４Ａ～７４Ｌに冷媒を均等に導きやすくす
ることができる。
【００９８】
　＜Ｃ＞
　本実施形態の冷媒分流器７０は、上記のように、分流器ケース７１（縦長中空のケース
）に対して、ノズル孔７９ｂ（冷媒が通過する孔）が形成されたノズル部材７９（板状の
孔付き板部材）を分流器ケース７１の側面から分流器ケース７１に差し込むことによって
構成される冷媒通過部品である。ここで、ノズル部材７９は、分流器ケース７１内の空間
を、流入する冷媒を導入する導入空間７８と複数の分流路７４Ａ～７４Ｌに冷媒を導く分
流空間７５とに仕切るように設けられている。そして、ノズル部材７９は、分流器ケース
７１の側面に形成された差込スリット７２ｃを介して分流器ケース７１に差し込まれた状
態で分流器ケース７１の縦方向に移動させられることによって、分流器ケース７１に対し
て側方に移動不能な状態で分流器ケース７１に嵌合される。
【００９９】
　ここでは、ノズル部材７９に形成されたノズル孔７９ｂが適正な位置からずれることを
防止することができ、これにより、冷媒分流器７０において、要求通りの冷媒の流れ、す
なわち、要求通りの分流性能を得ることができる。
【０１００】
　また、本実施形態の冷媒分流器７０では、上記のように、ノズル部材７９の分流器ケー
ス７１の縦方向の面に、分流器ケース７１の縦方向に向かって突出する段差部７９ｅが形
成されている。そして、ノズル部材７９は、分流器ケース７１の縦方向に移動させられる
際に段差部７９ｅの側面７９ｆが分流器ケース７１の内面に接触することによって、分流
器ケース７１に対して側方に移動不能な状態で分流器ケース７１に嵌合される。
【０１０１】
　また、本実施形態の冷媒分流器７０では、上記のように、差込スリット７２ｃに、ノズ
ル部材７９が分流器ケース７１の縦方向に移動させられた後に形成される隙間を埋める隙
間埋め部材としての棒貫通バッフル７７が差し込まれている。
【０１０２】
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　また、本実施形態の冷媒分流器７０では、上記のように、ノズル部材７９と隙間埋め部
材としての棒貫通バッフル７７とが、ロウ付けされている。
【０１０３】
　＜Ｄ＞
　本実施形態の冷媒蒸発器としての室外熱交換器２３は、上記のように、鉛直方向に沿っ
て配置される扁平管からなる複数の伝熱管６３と、流入する冷媒を下流側の複数の伝熱管
６３に流出させる冷媒分流供給部８９と、を有している。ここで、冷媒分流供給部８９は
、冷媒供給部８６としての出入口ヘッダ８１の下部と、冷媒導入分流部としての冷媒分流
器７０と、複数の連絡路８８Ａ～８８Ｌとを含んでいる。冷媒供給部８６は、複数の伝熱
管６３を鉛直方向に沿って所定数の伝熱管６３を含んだ複数の冷媒パス６５Ａ～６５Ｌに
区分して冷媒を流出させる複数の供給空間８６Ａ～８６Ｌが形成された鉛直方向に延びる
部分である。冷媒導入分流部７０は、下端側面から流入する冷媒を導入する導入空間７８
が形成された冷媒導入部７０ａと、冷媒を分流する分流空間７５が形成された冷媒分流部
７０ｂと、を有する鉛直方向に延びる部分である。複数の連絡路８８Ａ～８８Ｌは、冷媒
分流部７０ｂから冷媒供給部８６の複数の供給空間８６Ａ～８６Ｌに冷媒を導く部分であ
る。そして、複数の供給空間８６Ａ～８６Ｌのうち最も下側に位置する供給空間８６Ａを
最下段供給空間とし、複数の連絡路８８Ａ～８８Ｌのうち最下段供給空間８６Ａに冷媒を
導く連絡路８８Ａを最下段連絡路とし、最下段供給空間８６Ａに連通する伝熱管６３のう
ち最も下側に位置する伝熱管６３Ａ１を第１扁平管としての第１伝熱管とすると、第１伝
熱管６３Ａ１が導入空間７８の高さ範囲Ｈ１に含まれる高さ位置Ｈ２に配置され、かつ、
最下段連絡路８８Ａが導入空間７８よりも高い位置Ｈ３に配置されている。
【０１０４】
　ここでは、下端側面から冷媒導入分流部７０に流入する気液混合状態の冷媒を、冷媒導
入分流部７０ｂで均等に分流した後に、最下段連絡路８８Ａを通じて冷媒供給部８６の最
下段供給空間８６Ａに導くことができる。これにより、ここでは、最下段供給空間８６Ａ
の第１扁平管６３Ａ１を含む複数の扁平管６３への冷媒の分流性能を確保しつつ、空気調
和装置１の室外ユニット２等のケーシング５１の底板５２上の設置に適したものにするこ
とができる。
【０１０５】
　また、本実施形態の冷媒蒸発器としての室外熱交換器２３では、上記のように、導入空
間７８と分流空間７５とが、ノズル孔７９ｂが形成されたノズル部材７９によって仕切ら
れている。
【０１０６】
　ここでは、導入空間７８及び分流空間７５の高さ寸法を小さくすることができ、また、
最下段連絡路８８Ａの高さ位置も低くすることができる。
【０１０７】
　また、本実施形態の冷媒蒸発器としての室外熱交換器２３では、上記のように、ノズル
部材７９の上面に、ノズル孔７９ｂよりも大径の凹み部分であるノズル凹部７９ｄが形成
されており、ノズル凹部７９ｄが形成する空間によって分流空間７５が構成されている。
【０１０８】
　ここでは、ノズル部材７９に形成されたノズル凹部７９ｄによって分流空間７５の高さ
寸法を小さくすることができ、また、最下段連絡路８８Ａの高さ位置も低くすることがで
きる。
【０１０９】
　また、本実施形態の冷媒蒸発器としての室外熱交換器２３では、上記のように、最下段
供給空間８８Ａに連通する所定数の伝熱管６３のうち最も上側に位置する伝熱管６３Ａ２
を第２扁平管としての第２伝熱管とすると、最下段連絡路８８Ａが第２扁平管６３Ａ２以
上の高さ位置（すなわち、Ｈ３≧Ｈ４）に配置されている。
【０１１０】
　ここでは、冷媒供給部８６の最下段供給空間８６Ａに連通する扁平管のうち第２扁平管
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６３Ａ２に冷媒が導入されやすくなることを抑えて、最下段供給空間８６Ａに連通する扁
平管６３Ａ１、６３Ａ２に流れる気液混合状態の冷媒を均等にすることができる。
【０１１１】
　（８）変形例
　＜Ａ＞
　上記の実施形態にかかる冷媒分流器７０では、複数の分流路７４Ａ～７４Ｌと複数の排
出空間７６Ａ～７６Ｌとを連通させる棒貫通孔７４ａが各１個であったが、これに限定さ
れるものではない。例えば、図１９に示すように、複数の分流路７４Ａ～７４Ｌと複数の
排出空間７６Ａ～７６Ｌとを連通させる棒貫通孔７４ａが複数個（ここでは、各２個）で
あってもよい。
【０１１２】
　＜Ｂ＞
　上記の実施形態にかかる冷媒分流器７０では、複数の分流路７４Ａ～７４Ｌと複数の排
出空間７６Ａ～７６Ｌとが、互いに１対１で対応しているが、これに限定されるものでは
ない。例えば、図２０に示すように、ある１つの排出空間に対して複数（ここでは、２つ
）の分流路に連通する棒側面孔７４ａを形成したり、ある１つの分流路に対して複数（こ
こでは、２つ）の排出空間に連通する棒側面孔７４ａを形成するようにする等のように、
複数の分流路７４Ａ～７４Ｌと複数の排出空間７６Ａ～７６Ｌとが互いに１対１で対応し
ていない構成であってもよい。
【０１１３】
　＜Ｃ＞
　上記の実施形態にかかる冷媒分流器７０では、複数の分流路７４Ａ～７４Ｌの開口サイ
ズをすべて同じにし、また、複数の棒側面孔７４ａの径もすべて同じにしているが、これ
に限定されるものではない。例えば、図２１に示すように、分流路７４Ａ～７４Ｌのいく
つかの開口サイズを他の分流路と異なるものとしてもよい（ここでは、分流路７４Ｂ、７
４Ｄ、７４Ｆの開口サイズを他の分流路７４Ａ、７４Ｃ、７４Ｅ、７４Ｇ～７４Ｌよりも
小さくしている）。
【０１１４】
　また、棒部材７４の複数の分流路７４Ａ～７４Ｌのいずれか又は複数の棒側面孔７４ａ
のいずれかを形成しないことで、対応する排出空間に冷媒が供給されないようにしてもよ
い。また、排出空間７６Ａ～７６Ｌのいずれかに連絡管８８を接続しないことで、対応す
る供給空間に冷媒が供給されないようにしてもよい。例えば、メイン熱交換部６１Ａ～６
１Ｌとサブ熱交換部６２Ａ～６２Ｌとの境界部分に配置される伝熱管６３に冷媒を供給し
ないようにすることでメイン熱交換部６１Ｌとサブ熱交換部６２Ｌとの間の熱干渉を防ぐ
空間を設ける場合に、上記の分流路や棒側面孔を形成しない構造や連絡管を接続しない構
造を採用することができる。
【０１１５】
　＜Ｄ＞
　上記の実施形態にかかる冷媒分流器７０では、棒部材７４が円周方向に沿って配置され
る複数の分流路７４Ａ～７４Ｌが一体成形された鉛直方向に延びる棒状の部材であるが、
これに限定されるものではない。例えば、図２２や図２３に示すように、複数の分流路７
４Ａ～７４Ｌを形成する複数（ここでは、１２本）の細管部材７４１Ａ～７４１Ｌを円周
方向に沿って束ねることによって棒部材７４を構成してもよい。複数の細管部材７４１Ａ
～７４１Ｌの側面には、ここでは図示しないが、上記の実施形態の棒部材７４と同様に、
複数の棒側面孔７４ａが形成されており、複数の棒側面孔７４ａによって複数の排出空間
７６Ａ～７６Ｌと複数の分流路７４Ａ～７４Ｌとが連通している。尚、複数の細管部材７
４１Ａ～７４１Ｌに囲まれる部分には、図２２に示すように、中心棒７４２を設けるよう
にして、この中心棒７４２の下端を被入口部７４ｂにしてもよい。また、中心棒体７４２
ではなく、図２３に示すように、複数の細管部材７４１Ａ～７４１Ｌの下端に複数の細管
部材７４１Ａ～７４１Ｌが貫通可能な仕切体７４３を設けるようにして、この仕切体７４
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３の中央部分を被入口部７４ｂにしてもよい。
【０１１６】
　＜Ｅ＞
　上記の実施形態にかかる冷媒分流器７０では、棒部材７４が円周方向に沿って配置され
る複数の分流路７４Ａ～７４Ｌが一体成形された鉛直方向に延びる棒状の部材であるが、
これに限定されるものではない。例えば、図２４や図２５に示すように、筒状の外棒部材
７４４と外棒部材７４４の内周側に配置される内棒部材７４５とによって棒部材７４を構
成してもよい。ここでは、外棒部材７４４の内周面又は内棒部材７４５の外周面の少なく
とも一方に、棒部材７４の長手方向に延びる複数（ここでは、１２個）の溝７４４ａ、７
４５ａを形成して、複数の溝７４４ａ、７４５ａと外棒部材７４４の内周面又は内棒部材
７４５の外周面とで囲まれる空間によって複数の分流路７４Ａ～７４Ｌを形成するように
している。外棒部材７４４の側面には、ここでは図示しないが、上記の実施形態の棒部材
７４と同様に、複数の棒側面孔７４ａが形成されており、複数の棒側面孔７４ａによって
複数の排出空間７６Ａ～７６Ｌと複数の分流路７４Ａ～７４Ｌとが連通している。尚、こ
こでは、内棒部材７４５の下端の中央部分が被入口部７４ｂになる。
【０１１７】
　＜Ｆ＞
　上記の実施形態にかかる冷媒蒸発器としての室外熱交換器２３では、冷媒供給部８６が
、鉛直方向に延びる出入口ヘッダケース８１に形成されており、冷媒導入分流部（ここで
は、冷媒分流器７０）が、鉛直方向に延びる分流器ケース７１に形成されており、そして
、出入口ヘッダケース８１と分流器ケース７１とが、複数の連絡路８８Ａ～８８Ｌを形成
する複数の連絡管８８を介して接続されているが、これに限定されるものではない。
【０１１８】
　例えば、ここでは図示しないが、冷媒供給部８６、冷媒導入分流部７０及び複数の連絡
路８８Ａ～８８Ｌが、鉛直方向に延びる単一のヘッダ－分流器兼用ケース（例えば、出入
口ヘッダケース８１の下部）に形成されていてもよい。
【０１１９】
　また、出入口ヘッダケース８１の下部に冷媒導入分流部７０を形成する場合には、冷媒
供給部８６及び複数の連絡路８８Ａ～８８Ｌを省略して、伝熱管６３を複数の排出空間７
６Ａ～７６Ｌに直接連通させるようにしてもよい。このとき、図２６に示すように、伝熱
管６３の先端部を、棒部材７４を避けるように形成してもよい。
【０１２０】
　＜Ｇ＞
　上記の実施形態にかかる冷媒分流器７０では、分流器ケース７１内において、その上部
に棒部材７４を配置し、かつ、その下部にノズル部材７９を配置するとともに、冷媒を分
流器ケース７１の下端から導入するように構成されているが、これに限定されるものでは
ない。例えば、分流器ケース７１内において、その下部に棒部材７４を配置し、かつ、そ
の上部にノズル部材７９を配置するとともに、冷媒を分流器ケース７１の上端から導入す
るように構成されていてもよい。このとき、図２７に示すように、棒部材７４にその中心
を鉛直方向に貫通する中心貫通孔７４ｍを形成し、中心貫通孔７４ｍを介して分流器ケー
ス７１の上部から下部まで冷媒を流すようにしてもよい。この場合には、分流器ケース７
１の下部に冷媒が衝突することで分流機能を果たすことができるため、ノズル部材７９が
不要になる。
【０１２１】
　＜Ｈ＞
　上記の実施形態にかかる室外熱交換器２３では、扁平管からなる伝熱管６３が平面視１
列だけ鉛直方向に沿って複数段配置された構成を例に挙げて説明しているが、これに限定
されるものではない。例えば、図２８に示すように、平面視２列の伝熱管６３が鉛直方向
に沿って複数段配置された構成であってもよい。この場合には、伝熱管６３の長手方向の
他端（左端）が長手方向の一端（右端）に向かって折り返すことになるため、冷媒分流器
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７０及び出入口ヘッダ８０だけでなく、中間ヘッダ９０も伝熱管６３の他端（右端）側に
設けられることになる。
【産業上の利用可能性】
【０１２２】
　本発明は、鉛直方向に延びる分流器ケース内に円周方向に沿って配置される複数の分流
路が形成された冷媒分流器に対して、広く適用可能である。
【符号の説明】
【０１２３】
　７０　　　　　　冷媒分流器
　７１　　　　　　分流器ケース
　７４　　　　　　棒部材
　７４Ａ～７４Ｌ　分流路
　７４ａ　　　　　棒側面孔
　７５　　　　　　分流空間
　７６Ａ～７６Ｌ　排出空間
　７７　　　　　　棒貫通バッフル
　７７ｂ　　　　　棒貫通孔
【先行技術文献】
【特許文献】
【０１２４】
【特許文献１】特開平４－３１６７８５号公報
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